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正三角形の１辺の長さを１㎝、２㎝、３㎝、････と長さを変えていく
ときの、周りの長さを調べます。次の問題に答えましょう。

（１）１辺の長さを x ㎝、周りの長さを y ㎝として、x と y の関係を式に表
しましょう 。

（２）１辺の長さが７㎝のとき、周りの長さは何㎝でしょう。

（３）周りの長さが４２㎝のとき、１辺の長さは何㎝でしょう。

さゆりさんは、次のように考えました。

ア ５×４
イ ５×１１

ウ ５×５
エ ５×１４

７ ４ ２ １５

積が５より大きくなる計算はどれですか。アからエまでの中からすべ
て選んで記号で答えましょう。

また、さゆりさんがこのように考えたわけを下の言葉に続けて説明し
ましょう。

答え

わけ
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１

x ×３＝ y

２１㎝

イ、ウ

（例）
分数をかけるかけ算でも、小数をかけるかけ算と同じ
ように 、１より大きい数をかけると、積はかけられる
数より大きくなるから。

下のアからエまでの中で、どの積が５より大きくなる

のかは計算しなくても分かります。

２

１４㎝
周りの長さが４２㎝なので、正三角形の一辺の

長さを x ㎝とすると
x ×３＝４２
x ＝４２÷３
で求めることができます。

５問中


